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北大理学部・物理 風間裕

はじめに。

本マニュアルは， NRDF用グラフ入力システム CGRADI S)を入力作業者の為に解説したも

のである。

GRADISはグラフをデジタイザーより読みとり、マイクロコンビュータでNRDFのソースプ

ログラムとして入力可能な形式に変換し、音響カップラー又は IBMフォーマットのディスケットを

用いて、大型計算機のデ}タ・セットに格納するシステムである。

このシステムは以下の特徴をもっ。 Ci )オフラインで、グラフ入力から IBMフォーマットの

ディスケットへの格志向までの作業ができる。 Ci i )大型計算機センタ}のデータ・セットへの転送
は、オンラインでも行える。 Ci i i )入力時のエラー・チェックが適切でかつ厳しい為、又NRD

F用ソースプログラムを、入力データを基にシステムで発生させる為、高い信頼性を持ったデータが

収集できる。 Ci v) NRD F専用のグラフ入力システムの為、キーポ}ド及びデジタイザーからの
入力は最小限に押さえられており、汎用デジタイザーとは比較にならないほど、操作性がよい。 C

v) 作業はすべて対話I~I~に行われ、メッセージ又は初期値として入力例が示される為、作業手順を覚

える必要が無い。 Cv i )作業内容は、すべて自動的に記録される為、システム管理者はデータ入力

作業の進行状況を完全に把握する事ができ、また作業漏れをチェックする事ができる。
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1 )システムの構成。

GRADl Sは以下のハ}ドウエアより構成される。

十一一一一一一一一一一一一一一一十
CRT 

(NEC PC-8853) 

十一一一一一一一十一一一一一一一+

十一一一一一一一十一一一一一一一十
CPU 

+一一一一+(NEC PC~9801) +一一+

RS一232C(IF)

十一一一一+一一+一一一一一一一+

+一一一十一一一一一一一十
PPRINTER 

+一一一一一一一一一一一+

十一一一一一一一一一一一+
DIGITIZER 

(LOGITEC 十一+
K-510 ) 

十一一一一一一一十一一一一一+
FLOPPY DISK 

8inch x 2 

(NEC PC-9881) 

十一一一一一一一一一一一一一+
↓ 

十一一一一一一一一一一一+ ↓ 

(IBM FORMATTED) 

+一一一一一一一一一一一+ (8inch)  

COUPLER +一一一一十 ( SD-DISKET ) 
↓ 

TEL ↓ 

+一一一一一+一一一一一+ ↓ 

↓ (0 N L 1 NE) (0 F F L 1 NE) ~ 

↓(300BPS) 

ー↓ー嗣ーーー・"ー世ー"ー'ーーーー・ーー↓"ー・ーーー
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~ -ーーー

↓ 

+一一一一一一一一一一一十

MODEM 

十一一一一一一一一十一一十

(in lIUCC) 
↓ 

十一一一一一一一一十一一一一一十

OPEN-FD 

+一一十一一一一一一一一一一一+

++一一一一一一一一一一一+一一十

:HITAC一恥128 01-1 (x 2) 

:HITAC-M2001-1 

十一一一一一一一一一一一一一一一十

図1.ハードウエア構成図。

北大大型計算機センター (HUC C)のファイルとは、電話回線又は8インチ片面単密度IBM

フォーマットのディスケット (OFF L I NE)で接続される。ディスケットの規格として8イン

チ片面単密度 1BMフォーマットを採用したのは、この規格がハード、ソフトともはっきりと、一意

的に決められており他のコンビュータとの互換性に優れているからである。

ソフトウエアは、 N88-BASIC及び8086の機械語で記述されており、大きく次の3つに
分けられる。

(1) GRAD 1 S本体

(2)GRADISメインテナンス用コマンド
(3)ライブラリー

(1)， (3)は通常のユーザ用であり、コマンドメニユ}よりコマンドを選択する。 (2)はシス
テム管理者用のコマンドであり、システムメニューよりコマンドを選択する。システムは、電源投入

後自動的に起動され、入力されたコマンド又は選択されたメニュー内容に従って必要なプログラムを

呼び出し実行する。

2)システムの起動。

( 1 )デジタイザ一、 (必要があれば〉カップラーのスイッチを入れる。

(2)ドライブ1に、システムディスケット CGR-SYSTEM)を入れる。システムディス

ケットは、原則としてシステムが終了するまで抜き取る事は許されない。

(3) CPU C本体〕のスイッチを入れる。

(4)ドライブ2にデータ用のディスケット CGR-DATAJを入れる。

注意)8インチ両国倍宿度 (NECフォーマット〉を使用すること。

(5)日時を入力する。
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例)

>> Set correct Date&Time. 
DATE :85:02:13:圃

TIME : 09/45/05:・

例)

(85:04:25) 

(09/30/00) 

入力例

>> Set correct Date&Time. 
DATE :85:02:13:11 

T 1 ME : 0 9/45/05 :盟

( ) 

( ) 

入力例

(変える必要が無ければRETURNキーのみを押す。〉
以上の操作を行うと、コマンドメニュー画面が現れる。

3)コマンドの入力。

コマンドメニューの中からコマンドを選ぶ。

コマンド名 : 機能

GR : GRAD 1 S本体の実行

FILE データディスケットの内容を表示 (NECフォーマット)

FORMAT:デ}タディスケットの初期化 (NECフォーマット〉

SYSTEM:システムメニユ}の表示〈システム管理者用)

HELP コマンドの機能を表示

END システムの使用を終了する

例〉

>>>> MENU くくくく
(GR ) (FILE ) (FORMAT) (SYSTEM) (HELP 

(END 

Command ?図

4:) GRコマンド

オープニング画商を経てGRADISモードに入る。

このモードの中では以下の一般的規則が適用される。

(GR) 

入力例

( 1 )システムからのメッセージはプロンプト， >>'て示され、プロンプト， ) ) ，は入力待ち

を示す。

(2 )入力時に初期値が存在する場合にはプロンプト， ) ) ，の直後に、表示される。入力する値
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は初期位。)hYjIも含めて正しい{n!c<.'1眠ければならない。

C 3 )佑IJ:英字，数字又l土!I守成文字がれされる。{口、し、小文字Ij:入力後大文字に変換される。

4 -1)オープニング

オベレーターの名前を入力する。

>>What your name ? 
J J圃

4-2 )モード選択

(H. KAZAMAJ 

入力例

1から4の数字を入力する事により、以下のメニューから、オベレーションモードを選択する。

l)Off 1 ine-Mode. 

D i g i t i z e r 一 NEC-'-Disk

(デジタイザーよりグラフを読み込み、中間ファイルに入れる〉

2)On 1 ine-Mode. 

NEC-Disk --) M280/200H 

(中間ファイルの内容を大型計算機センターのデータセットに

音響カップラ}を用いて転送する)

3)Off 1 ine-Mode. 

NEC-Disk ー IBM-Disk

(中間ファイルの内容を 8インチ片面単密度IBMフォーマットー

のディスケットに転送する〉

4) E x i t t h i s s y s t e m. 

CGRADIS本体から抜け出しコマンドメニュー画面へ戻る〉

なお、この画而のときのは、ドライブ2のディスケットを入れ替えることが許される。原則として、

特に指示の無い限り、他の画面でドライブ2のディスケットを入れ替える事は許されない。

4-2-1)オベレーション 1 Cグラフ入力)

この画面では、デジタイザーのイニシャライズとD番号(論文番号〉の入力を行う。

-7-



>>lnitia zat 011 of digit zer. 

>>  Ok ? CY/N) 

) ) Ii;i CN) 

入力例

(デジタイザーのREADYランプが点燈してない場合〉

>>Initialization of digitizer. 

>>  Ok ? CY/N) 
) )函 CY) 

入力例

(デジタイザーのREADYランプが点燈している場合)

>>  D-number 

))D123 

注〉

( ) 

入力例

注)初期値としてドライブ2に入っているディスケットのD番号(論文番号)が入る。初期値以外

のD番号を入力すると、データディスケットを初j羽化する。 D番号は 1枚のディスケットに対し 1つ

だけ付・けられる。

4-2-1-1)グラフ・デ}タ変換用データ入力画面。

この画商では、デジタイザーから読みとった位置データを物理量に変換しNRDFのソ}スプログ

ラムを発生させるために必要なデータを、入力する。

>>  Curve ID. (Ex. FIG. 10 FIG."lー (A)・
))FIG.l-(A)園 (F1 G. 1ー (B)) 

入力例

(グラフ番号を入力する。 (E)を入力すると、モード選択画面になる。)

>>  Data Type 1-9 or B/AB/ABC/BD/・・

) ) B図 (AB)

入力例

(デ}タ・タイプ〔エラーパーのタイプ〕を 1から 9までの数字又は上記の記号で入

力する。〉

>>Heading of X 

) ) THTC (例) く一一一一X座標のヘッディング

>>Unit of X 

) ) (DEG) (例) く一一一一X座標のユニット(カッコは省略可能)

>>Scale of X 
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) ) L 1 N 1;: ^ l( ({YllJ く一一一--X }g~1裂のスケー )1ノ (LOG 。r LINEAR) 
>>Jviillimllm PO lIt oJ X 

) ) 0 (例) -<一一一-XI坐1裂のJ投小イl自
>>M:aximnm Pu llt of X 

)) 1E1 0 C{fU) く一一一-x座阪の最大他

Y}]~擦に対しても同様な入力を行う。 X ， Y}主擦の最大値最小値は、後でデジタイザーから入力さ

れるXmin，Xmax等の座標と合わせてデ、ジタイザーの座標と物理量を対応させるのに用いるだ

けである。よって、実際のグラフのデータは、ここで入力された最大、最小の値を越えてもよい(図

2)。

y: 

Ymax 十

Ymill 4・

+一一一十一一一一一一一十一一一

o 1 E 1 0 X 

Xm i 11 Xm a x 

図2.グラフデータと、 Xmi 11、Xmax、Ymi 11、Ymaxの例。

すべてのデータを入力すると確認の為、入力データが表の形で表示される。

>>Ok? (Y OR N) 

入力データを確認し、

正しければ (Y)を

変更したければ (N)を

モード選択岡市に戻りたければ (E)を押す。 (N)が押されると、グラフ・データ変換用

データ入力闘而の最初に戻る。 (Y)が押されると、次のグラフ読み取り画面に進む。

4:-2-1-2)グラフ読み取り匝i商。

この図面では、デジタイザーからグラフデータを読み取る。

デジタイザーのカーソルには、 4個のキーくZ>，く1>，く2>，<3>がある。それぞれの
キーは以下の意味をもっ。
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* 
* * * -1・*
* * 
* * * 
************* カーソル上のキ}配置
* * 
* くz> * 
*く1> く3>* 
* く2> * 
* * 
************* 

持主

え4

* 
くZ> 通常入力。
く1> エラー・パーの表示無し。
く2> キーボードに、制御を移す(デジタイザーからの入力終了〉。
く3> エラー・パーが大きく、グラフからはみ出している。

く1>，く3>のキーはヱラ)・パーの入力l時にのみ上記の意味を持ち、それ以外のときはくZ>の
守)シ|司じ怠Iqミをもっ。

ご~ i.i) ITliilTl-iでIJ入力I:j寸ぺ、じジタ十リにの当ーより行うし入力すべき点Ij岡田より指示される。

i 11 P li t X. 1¥1 i 11 l ; :;か{サ、-.lり XH¥ i 1i <J)点.をノ，\)y~ ~)) 

i n p u t X 11¥ a x ~)、ジタ ('IJ~ JりXmaxの点を入力する〕

lnp¥lt Ymin(デジタイザーJりYmi nの点を入力する)

)>  lnput Ymax(デジタイザ}より Ymaxの点を入力する)

ただし、それぞれの点はグラフ・データ変換用データ入力画面で入力した点と対応した座標軸上の

点を示す (1~2 )。

上記のデータを入力中にく2>のキーを押した場合グラフ・データ変換用データ入力画面の最初に
戻る。 4点の入力が終了すると、グラフデ}タの入力を促すメッセージが現れる。そして、グラフの

タイプにより定められている入力順に従って、入力すべきデータ点が表示される。

A : ( ***** ***** ) ** 
入力すべきデータ点の名前

データ点の入力順は、

-10-
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liATA--γYPE :入ゾJlilti
B :B データ人I、〔のごVdlij

2 AB :AB 

3 ABC :ABC A 

4 )1)) :DB 

5 ABD :ABD D-I3-E 

G ABCD :ABCD 

7 BDE :DBE C 

8 ABDE :ABDE 

9 ABCDE :ABCDE 

と、決められている。

1個のデータ点が入力されると、デジタイザーより音が出る。また、 1組のデータが入力されると、

コンビュータより昔がnlる。この音を開きながら入力を行うと、入力ミスが少ない。
く2>のキーを押すと、キーボードに制御が移り、直|商に以下のメニューが現れる。

l)End o-f Graph l~ea c1 

2)Cance) Present Data 

3)Cance) Before Data 

iJ， )Change Factor o-f X 

5)Change Factor o-f Y 

6)Change Data Type and Cancel Present Data 

7)Rcset 

1から 7のオベレ}ションを選び (RETURN)キーを押す。

初期値は1.)であり、次の入力デ}タ確認回而へ進む。 2)，3)はそれぞれ現在入力中、又は1

つ前のデ}タを消しデジタイザーからの入力を続ける。4:)， 5)は、それぞれ、デジタイザーから

読みこんだX，Yの値に掛ける数を設定し、デジタイザーからの入力を続ける。 6)はデータ・タイ

プを変更するときに用いる。 1つのグラフが複数のデータ・タイプで読まれた場合でも出力は自動的

に1つのデータ・タイプに変換される。尚、データ・タイプ変更後はデジタイザーからの入力に戻る。

7)はデータ入力中止であり、システムは、入力データ確認画面の、 'Next Curve ?' 

へ移る。

4-2-1-3)入力データ確認回而

この悶而でl士、入力データの確認を行い、 NECフォーマットのディスケットに、中間データを格

納する。

システムl士、入力データを、 NRDFのソースプログラムの形式に変換し、画面に表示する。グラ

フ・データの順番はXの佑が小さいJI[l'{に自動的にならベかえられる。表示を途中で一時停止したい時

はコントロール-Cを押す。

>>Ok? (Y OR N) 

y\カデータを 1~在i芯し、

唱
E
A

噌

E
A



正しければ

変更したければ

データ入力を中止したければ

(y)を

(N)を

(E)を押す。 (N)を押すと入力データ確認画面の先頭

に戻る。 (y)を押すと、データをNECフォーマットのディスケットにセーブし、次へ進む。(

E)を押すと、データはセーブされず、次へ進む。

>>Next Curve ? (Y OR N) 

(Y)を押すと、グラフ・データ変換用データ入力画面へ、

(N)又は (E)を押すと、 3)のコマンド入力へ移る。

4-2-2)オベレーション 2 (オンライン・データ転送)

この画面では、 NECフォーマットのディスケνトに入っている中間データを、電話回線を通して

大型計算機のデータ・セットに転送する為の準備を行う。

( 1 )画面に音響カップラーのセットの仕方と電話番号の説明が現れる。

(2)カップラーのスイッチを説明文(図)の通りにセットし、大型計算機センターに、 4電話をか

け、受話器をカップラーにセットする。

(3)カップラーのREADYランプが点燈したら、キーボードより (Y)を打ち込む。

(4)システムは大型計算機との接続作業 (TSSセッションの開設を含む〉を行い沿それが終了

すると、

>>D-number 

)) D 12 3 く-ー一例

と表示しD番号を聞いてくる。

ドライブ2に入っているデータディスケットのD番号が初期値として入っているので、通常は (R

ETliRN)キーのみをt申す。
他のディスケットに入っているデータを転送したければ、 D番号を変更し (RETURN)キーを

押す。その後ドライブ2のディスケットを入れ替え、入れ替え終了をシステムに知らせるため (y)

を押す。

(5)システムは、オンライン転送画面に移る。

4-2-2-1)オンライン転送画面

この画面では、 NECフォーマットのディスケットに入っている中間データを、大型計算機のデー

タ・セットに転送する。

ドライブ2に入っているグラフの名前がNRDFのファイル名(メンバー名)の変換規則に従った

形式で表示される。

F1#A F1#B く一一一例

り
ゐ

唱
E
A



>>C II 1・ve ID ?(extend command.... 

) ) F r G. 1ー (A) く一一一例

大型計算機に転送したいグラフの名前を入力する。ここではグラフ名の代わりに次のコマンドを入力

する事もできる。

(E) モ}ド選択画面に戻る。

(T) ターミナルモードに移る。ターミナルモードから戻るにはシフト(S T.O p)を押す。

グラフの転送が終了すると、

>>Next Curve ? 

) ) 

と表示される。ここで、

(y)を入力すると、再度転送すべきグラフの名前を聞いてくる。

(N)又は (E)を入力すると、シスタムは、 TSSセッションを終了し、電話回線を切り、モー

ド選択画面に戻る。オベレータは、ここで電話を切り、カップラーのスイッチを切る。

4-2-3)オベレーション 3 (オフライン・ファイル変換〉

この画面では、 NECフォーマットのディスケットに入っている中間デ}タを、 1BMフォーマッ

ト8インチ片面単密度ディスケットに変換する。

このモードに入ると、自動的に、ドライブ2に入っているNECフォーマットのディスケットに

入っている中間デ}タを読みこむ。その後、

F 1 ~tA Fl#B く一一一例

>>Insert IBM-Disket into Drive 2 

))OK ?(y/n) 

と、読み込んだ、グラフ名と、メッセ}ジが現れる。ここで、ドライブ2に、 1BMフォーマットの

ディスケットを入れ、挿入が終了した事をシステムに知らせるため (y)を押す。システムはデータ

変換を行い、終了するとモード選択画面に移る。

5)FILEコマンド

Output (l:CRT / 2:LP) 

(ファイルの内容を画面に出力したいとき 1を、ラインプリンターに出力したいとき 2を選択す

る)

D-NUM SDT 1 

F i 1 e-Name 

Fl#A 1 く一一一例

ドライブ2に入っているディスケットのなかのファイル名が表示され出力すべきファイル名を聞い

てくる。ここで、すでに存在しているファイル名を入力すれば、その内容が画面またはラインプリン

ターに出力される。

Next File ?ここで (y)を入力すればさらにファイル名を聞いてくる。 (N)を入力

q
u
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すればコマンドメニュー匝ifiiiに戻る。

G)FOHMATコマンド

>>FORMAT(drive2) 

OLD:D-number =D123 く一一一例

NEW:D-number 

ここでディスケットの付けたいD番号を入力する。フォーマッティングが終了するとコマンドメ

ニュー画面に戻る。

7) HE LPコマンド

コマンドメニュ一回而で使用できるコマンドの機能を表示する。 (RETURN)キーを押しすと、

コマンドメニュ}岡市に戻る。

8)SYSTE乱4コマンド

システム管理者用コマンドのメニューが表示される。システム管理者用のコマンドには以下のもの

カまある。

MENU コマンドメニュ}回而に戻る。

INSTALL:システムの改造。

PLIST 作業リストの管理。

その他、ユーザーが製作したプログラムもこのメニユ}に組み込まれる。

9)ENDコマンド(システムの停止)

このコマンド投入後、システムl士、終了する。終了のメッセージが画面に表示されたら、ディス

ケットを抜き取りすべての電源を切る。
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